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部局

荒川、多摩川等いくつかの環境条件の地点で、河川植生の葉のサンプリングを行った。土壌水分や栄養素含有量などの環境要因の測定も合せて実施した。葉の過
酸化水素濃度は実験室で分析した。その結果、葉の H2O2 濃度は、高度に定着したゾーンでは低く、定着がほとんどないゾーンでは高かったことが示された。過
酸化水素のレベルは、栄養素ではなく土壌水分に大きく依存していた。また、 種ごとに定着できる閾値があることが示唆された。
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１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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１４．備考
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
Scientifc Reports

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

Measurement of foliar H2O2 concentration can be an indicator  of riparian vegetation
management

 ２．論文標題

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
 オープンアクセス  国際共著

12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1038/s41598-022-17658-2

研究者の転職やコロナにより調査分析の進捗に遅れが生じ、論文作成、発表が次年度にずれ込んだ。このため論文発表に係る投稿料、旅費として次年度使用予
定。

 １．著者名  ４．巻
TakashiAsaeda, Mizanur Rahman , LekkalaVamsi-Krishna , Jonas Schoelynck , Md Harun Rashid 13803

 ５．発行年

分析結果をとりまとめ、モデル化を試み、実際の河川での植生立地の状況と比較する。
８．今後の研究の推進方策
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